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(57)【要約】
【課題】送信電源として高周波動作するスイッチング電
源を使用する超音波診断装置において、送信パルスに混
入しているスイッチングノイズ等の周期的ノイズを容易
に除去する超音波診断装置を提供すること。
【解決手段】複数の超音波振動素子を有する超音波プロ
ーブと、供給される駆動信号に応答して前記超音波振動
素子毎の送信パルス信号を発生し、前記各超音波振動素
子に供給する送信ユニットと、所定周波数のスイッチン
グクロックを生成するスイッチングクロック生成回路と
、前記スイッチングクロックに従って所定電圧の前記駆
動信号を発生するスイッチング電源ユニットと、前記ス
イッチングクロックの前記スイッチング電源ユニットへ
の供給を所定のタイミングで停止する制御ユニットと、
を有する電源制御ユニットと、を具備することを特徴と
する超音波診断装置である。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の超音波振動素子を有する超音波プローブと、
　供給される駆動信号に応答して前記超音波振動素子毎の送信パルス信号を発生し、前記
各超音波振動素子に供給する送信ユニットと、
　所定周波数のスイッチングクロックを生成するスイッチングクロック生成回路と、前記
スイッチングクロックに従って所定電圧の前記駆動信号を発生するスイッチング電源ユニ
ットと、前記スイッチングクロックの前記スイッチング電源ユニットへの供給を所定のタ
イミングで停止する制御ユニットと、を有する電源制御ユニットと、
　を具備することを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記制御ユニットは、前記送信ユニットが前記超音波振動素子毎の送信パルス信号を発
生する期間において、前記スイッチングクロックの前記スイッチング電源ユニットへの供
給を停止することを特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記スイッチング電源ユニットに電気的に接続された抵抗負荷と、
　前記スイッチングクロックに従って、前記スイッチング電源ユニットと前記抵抗負荷と
の電気的接続を切断する切断ユニットと、
　をさらに具備することを特徴とする請求項１又は２記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記制御ユニットは、
　スイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号を発生するＯｎ／Ｏｆｆ信号生成回路と、
　前記スイッチングクロックと前記Ｏｎ／Ｏｆｆ信号とをＡＮＤ接続するＡＮＤ回路と、
をさらに有し、
　前記ＡＮＤ回路の出力に基づいて、前記スイッチングクロックの前記スイッチング電源
ユニットへの供給を所定のタイミングで停止すること、
　を特徴とする請求項２又は３記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波パルスにより生体の画像診断をおこなう超音波診断装置の
電源装置を有する超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、超音波プローブに内蔵された振動素子から発生する超音波パルス（
送信超音波）を被検体内に放射し、被検体組織の音響インピーダンスの差異によって生ず
る反射波（受信超音波）を上記振動素子により電気信号に変換してモニタ上に表示するも
のである。この診断方法は、超音波プローブを体表に接触させるだけの簡単な操作で２次
元画像データや３次元画像データがリアルタイムで観察できるため、各種臓器の機能診断
や形態診断に広く用いられている。生体内の組織あるいは血球からの反射波により生体情
報を得る超音波診断法は、超音波パルス反射法と超音波ドプラ法の２つの大きな技術開発
により急速な進歩を遂げ、上記技術を用いて得られるＢモード画像とカラードプラ画像は
、今日の超音波画像診断において不可欠なものとなっている。
【０００３】
　一方、超音波画像診断において、被検体の関心部位における血流速度を定量的に計測す
る方法として、パルスドプラスペクトラム法がある。パルスドプラスペクトラム法では、
関心部位の方向に対し超音波パルスの送受信を所定時間間隔で複数回行なう。このときに
得られる受信信号に対しサンプルゲートを設定して前記関心部位に存在している生体組織
からの反射波に基づく受信信号成分（以下、クラッタ成分と呼ぶ。）及び血球からの反射
波に基づく受信信号成分（以下、血流ドプラ成分と呼ぶ。）を抽出する。そして、これら
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の受信信号成分をフィルタリング処理して検出した血流ドプラ成分をＦＦＴ分析すること
により周波数スペクトラムデータを生成し、更に、前記関心部位から所定時間間隔で得ら
れる受信信号成分に対し同様の処理を行なって得られた複数の周波数スペクトラムデータ
を時系列的に配列することによりスペクトラム画像データを生成する。
【０００４】
　ところで、上述のような血流計測に使用される超音波診断装置の直流電源部は、高効率
化、小型化、低価格化が可能なスイッチング電源が通常用いられる。このスイッチング電
源に起因するスイッチングノイズ（即ち、スイッチング駆動信号の高調波成分）は、当該
被検体から収集される微小な受信信号に混入することにより周波数スペクトラムデータや
スペクトラム画像データの観測を困難にする場合がある。
【０００５】
　このような問題点に対し、パルスドプラスペクトラム法では、超音波送受信の繰り返し
周波数（レート周波数）の整数倍の位置にクラッタ成分の線スペクトラムが位置すること
に着目し、スイッチングノイズの線スペクトラムがレート周波数の整数倍になるようにス
イッチング駆動信号の周波数を設定することによりクラッタ成分とスイッチングノイズと
を同一のフィルタリング処理で除去する方法が提案されている（例えば、特許文献１およ
び特許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平０５－１３０９９２号公報
【特許文献２】特開２０１０－２１３７８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述の特許文献１およびに特許文献２記載された方法によれば、パルスドプラスペクト
ラム法の送信パルスに混入したスイッチングノイズの影響を除去することができる。しか
しながら、Ｂモード画像の送信パルスに混入するスイッチングノイズの影響を同様の方法
によって除去することは不可能である。また、スイッチングノイズは、スイッチング電源
の出力部や電源ラインに対するフィルタ回路の挿入、スイッチング電源や電源ラインに対
するシールド、更には、装置本体及び電源部に対するグラウンド強化等の対策によって低
減させることは可能である。しかしながら、このようなスイッチングノイズへの対処は、
装置の小型化を進めるうえで障害となる。
【０００８】
　このような問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、送信電源として高周波動
作するスイッチング電源を使用する超音波診断装置において、送信パルスに混入している
スイッチングノイズ等の周期的ノイズを容易に除去する超音波診断装置を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本実施形態に係る超音波診断装置は、複数の超音波振動素子を有する超音波プローブと
、供給される駆動信号に応答して前記超音波振動素子毎の送信パルス信号を発生し、前記
各超音波振動素子に供給する送信ユニットと、所定周波数のスイッチングクロックを生成
するスイッチングクロック生成回路と、前記スイッチングクロックに従って所定電圧の前
記駆動信号を発生するスイッチング電源ユニットと、前記スイッチングクロックの前記ス
イッチング電源ユニットへの供給を所定のタイミングで停止する制御ユニットと、を有す
る電源制御ユニットと、を具備するものである。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本実施形態に係る超音波診断装置１のブロック構成図を示している。
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【図２】図２は、送信電源制御ユニット２０の構成図である。
【図３】図３は、送信電源制御ユニット２０及び各送信回路２１－１～２１－Ｎの動作タ
イミングと送信回路用電源ノイズの発生タイミングとの関係を説明するための図である。
【図４】図４は、送信電源制御ユニット２０の変形例を示した図である。
【図５】図５は、本変形例の効果を説明するための図である。
【図６】図６は、従来の送信電源制御ユニット７０の構成を示した図である。
【図７】図７は、従来の送信電源制御ユニット７０の動作を説明するための図である。
【図８】図８は、スイッチングノイズの線スペクトラムが血流ドプラ成分Ｄｖｘに混入し
たスペクトラム画像データの具体例を示したものである。
【図９】図９は、スイッチング駆動信号の高調波であるスイッチングノイズの線スペクト
ラムがＢモード画像に混入した具体例を示したものである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、実施形態を図面に従って説明する。なお、以下の説明において、略同一の機能及
び構成を有する構成要素については、同一符号を付し、重複説明は必要な場合にのみ行う
。
【００１２】
　図１は、本実施形態に係る超音波診断装置１のブロック構成図を示している。同図に示
すように、本超音波診断装置１は、超音波プローブ１２、入力装置１３、モニター１４、
超音波送信ユニット２１、超音波受信ユニット２２、Ｂモード処理ユニット２３、ドプラ
・血流検出ユニット２４、画像生成ユニット２５、画像メモリ２６、表示処理ユニット２
７、制御プロセッサ（ＣＰＵ）２８、記憶ユニット２９、インタフェースユニット３０を
具備している。以下、個々の構成要素の機能について説明する。
【００１３】
　超音波プローブ１２は、被検体に対して超音波を送信し、当該送信した超音波に基づく
被検体からの反射波を受信するデバイス（探触子）であり、その先端に複数の超音波振動
子、整合層、バッキング材等を有している。超音波振動子は、超音波送信ユニット２１か
らの駆動信号に基づきスキャン領域内の所望の方向に超音波を送信し、当該被検体からの
反射波を電気信号に変換する。整合層は、当該超音波振動子に設けられ、超音波エネルギ
ーを効率良く伝播させるための中間層である。バッキング材は、当該超音波振動子から後
方への超音波の伝播を防止する。当該超音波プローブ１２から被検体Ｐに超音波が送信さ
れると、当該送信超音波は、体内組織の音響インピーダンスの不連続面で次々と反射され
、エコー信号として超音波プローブ１２に受信される。このエコー信号の振幅は、反射す
ることになった不連続面における音響インピーダンスの差に依存する。また、送信された
超音波パルスが、移動している血流で反射された場合のエコーは、ドプラ効果により移動
体の超音波送受信方向の速度成分に依存して、周波数偏移を受ける。
【００１４】
　なお、本超音波プローブ１２は、複数の超音波振動子が一次元に配列された一次元アレ
イプローブ、複数の超音波振動子が二次元に配列された二次元アレイプローブのいずれで
あってもよい。
【００１５】
　入力装置１３は、装置本体１１に接続され、オペレータからの各種指示、条件、関心領
域（ＲＯＩ）の設定指示、種々の画質条件設定指示等を装置本体１１にとりこむための各
種スイッチ、ボタン、トラックボール、マウス、キーボード等を有している。
【００１６】
　モニター１４は、表示処理ユニット２７からのビデオ信号に基づいて、生体内の形態学
的情報や、血流情報、各方位方向毎のドプラ波形等を表示する。
【００１７】
　送信電源制御ユニット２０は、超音波送信ユニット２１に供給する送信用電力を制御す
る。この送信電源制御ユニット２０の構成、機能については、後で詳しく説明する。
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【００１８】
　超音波送信ユニット２１は、各超音波振動素子に対応して設けられたＮ個の送信回路２
１－１～２１－Ｎを有する（図２等参照）。各送信回路２１－１～２１－Ｎは、送信電源
制御ユニット２０から所定のタイミングで供給される駆動電力に基づくパルス波形を、所
定の遅延時間をもって各超音波振動子に供給する。
【００１９】
　超音波受信ユニット２２は、図示しないアンプ回路、Ａ／Ｄ変換器、受信遅延部、加算
器を有している。アンプ回路では、プローブ１２を介して取り込まれたエコー信号をチャ
ンネル毎に増幅する。Ａ／Ｄ変換器では、増幅されたアナログのエコー信号をデジタルエ
コー信号に変換する。遅延回路では、デジタル変換されたたエコー信号に対し受信指向性
を決定し、受信ダイナミックフォーカスを行うのに必要な遅延時間を与え、その後加算器
において加算処理を行う。この加算により、エコー信号の受信指向性に応じた方向からの
反射成分が強調され、受信指向性と送信指向性とにより超音波送受信の総合的なビームが
形成される。
【００２０】
　Ｂモード処理ユニット２３は、受信ユニット２２からエコー信号を受け取り、対数増幅
、包絡線検波処理などを施し、信号強度が輝度の明るさで表現されるデータを生成する。
【００２１】
　ドプラ・血流検出ユニット２４は、受信ユニット２２から受け取ったエコー信号から血
流信号を抽出・解析し、ドプラ波形、血流データとしての平均速度、分散、パワー等の血
流情報を求める。また、ドプラ・血流検出ユニット２４は、後述する同時多方向ＣＷＤ機
能に従って各方位方向毎のドプラ偏移周波数を検出し、各方位方向毎のドプラ波形、血流
データとしての平均速度、分散、パワー等の血流情報を求める。
【００２２】
　画像生成ユニット２５は、Ｂモード処理ユニット２３、画像メモリ２６から受け取った
二次元的或いは三次元的なＲＡＷデータをＲＡＷ－ピクセル変換（或いはボクセル変換）
を実行することにより、二次元或いは三次元画像データを生成する。また、画像生成ユニ
ット２５は、生成した画像データに対して、ボリュームレンダリング、多断面変換表示（
ＭＰＲ：multi planar reconstruction）、最大値投影表示（ＭＩＰ：maximum intensity
 projection）等の所定の画像処理を行う。なお、ノイズ低減や画像の繋がりを良くする
ことを目的として、画像生成ユニット２５の後に二次元的なフィルタを挿入し、空間的な
スムージングを行うようにしてもよい。
【００２３】
　画像メモリ２６は、例えばＢモード処理ユニット２３から受け取った複数のＢモードデ
ータを用いて、二次元的或いは三次元的なＢモードＲＡＷデータを生成する。
【００２４】
　表示処理ユニット２７は、画像生成ユニット２５において生成・処理された各種画像デ
ータに対し、ダイナミックレンジ、輝度（ブライトネス）、コントラスト、γカーブ補正
、ＲＧＢ変換等の各種を実行する。
【００２５】
　制御プロセッサ２８は、情報処理装置（計算機）としての機能を持ち、本超音波診断装
置本体の動作を制御する。また、制御プロセッサ２８は、送信電源制御ユニット２０によ
るスイッチングに関する統括的な制御を実行する。
【００２６】
　記憶ユニット２９は、送信電源制御ユニット２０によるスイッチングに関する制御プロ
グラムや、診断情報（患者ＩＤ、医師の所見等）、診断プロトコル、送受信条件、スペッ
クル除去機能を実現するためのプログラム、ボディマーク生成プログラム、映像化に用い
るカラーデータの範囲を診断部位毎に予め設定する変換テーブル、その他のデータ群が保
管されている。また、必要に応じて、図示しない画像メモリ中の画像の保管などにも使用
される。記憶ユニット２９のデータは、インタフェースユニット３０を経由して外部周辺
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装置へ転送することも可能となっている。
【００２７】
　インタフェースユニット３０は、入力装置１３、ネットワーク、新たな外部記憶装置（
図示せず）に関するインタフェースである。当該装置によって得られた超音波画像等のデ
ータや解析結果等は、インタフェースユニット３０よって、ネットワークを介して他の装
置に転送可能である。
【００２８】
　（送信電源制御ユニット）
　次に、本超音波診断装置１が具備する送信電源制御ユニット２０の構成、機能について
説明する。
【００２９】
　図２は、送信電源制御ユニット２０の構成図である。同図に示す様に、送信電源制御ユ
ニット２０は、ＤＣＤＣコンバータ２０１、リニアレギュレータ部２０２、Ｄ／Ａコンバ
ータ２０３、スイッチングクロック生成回路２０４、スイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号生成
回路２０５、抵抗負荷Ｒｄを具備している。
【００３０】
　ＤＣＤＣコンバータ２０１は、Ｄ／Ａコンバータ２０３からＤＣＤＣコンバータ指示電
圧を受信し、当該指示電圧に従った電圧を生成する。ＤＣＤＣコンバータ２０１は、スイ
ッチングクロック生成回路２０４から生成されるスイッチングクロックＡと、スイッチン
グＯｎ／Ｏｆｆ信号生成回路２０５により生成されたスイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号のＡ
ＮＤ処理されたスイッチングクロックＢにより、その駆動タイミングが制御され、スイッ
チング電源として機能する。
【００３１】
　リニアレギュレータ部２０２は、ＤＣＤＣコンバータ２０１より低く設定された所定の
リニアレギュレータ指示電圧をＤ／Ａコンバータから受信し、当該指示電圧に従った電圧
を生成する。
【００３２】
　Ｄ／Ａコンバータ２０３は、ＤＣＤＣコンバータ指示電圧、ＤＣＤＣコンバータ指示電
圧より低く設定されたリニアレギュレータ指示電圧を生成し、それぞれＤＣＤＣコンバー
タ２０１とリニアレギュレータ部２０２とに送り出す。
【００３３】
　スイッチングクロック生成回路２０４は、設定された周波数に従うスイッチングクロッ
ク信号Ａを発生する。
【００３４】
　スイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号生成回路２０５は、ＤＣＤＣコンバータ２０１のＯｎ／
Ｏｆｆタイミング（或いは、スイッチングクロック信号のＤＣＤＣコンバータ２０１への
供給タイミング）を制御するためのスイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号を発生する。なお、ス
イッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号生成回路２０５の出力とスイッチングクロック生成回路２０
４の出力とはＡＮＤ処理され、双方の出力がＯｎ信号である場合に、スイッチングクロッ
ク信号ＢがＤＣＤＣコンバータ２０１に供給されることになる。
【００３５】
　抵抗負荷Ｒｄは、動作安定性を維持するためにＤＣＤＣコンバータ２０１に接続される
抵抗である。
【００３６】
　図３は、送信電源制御ユニット２０及び各送信回路２１－１～２１－Ｎの動作タイミン
グと送信回路用電源ノイズの発生タイミングとの関係を説明するための図である。同図に
示す様に、スイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号は、各送信回路２１－１～２１－Ｎにおいて送
信パルス１～Ｎが生成される期間ではＬｏｗレベルに設定される。スイッチングクロック
Ｂは、スイッチングクロックＡとスイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号とのＡＮＤ処理によって
発生する。
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【００３７】
　このため、スイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号のＬｏｗレベル期間（すなわち、各送信回路
２１－１～２１－Ｎにおいて送信パルス１～Ｎが生成される期間）においては、スイッチ
ングクロックＢはＤＣＤＣコンバータ２０１に供給されず、ＤＣＤＣコンバータ２０１の
スイッチングノイズが発生することもない。
【００３８】
　一方、スイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号は、各送信回路２１－１～２１－Ｎにおいて送信
パルス１～Ｎが生成されていない期間ではＨｉｇｈレベルに設定され、当該期間において
のみ、スイッチングクロックＢはＤＣＤＣコンバータ２０１に供給されることになる。Ｄ
ＣＤＣコンバータ２０１は、供給されたスイッチングクロックＢに従うスイッチング電源
として機能し、スイッチングノイズ（送信回路用電源ノイズ）を発生する。しかしながら
、スイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号のＨｉｇｈレベル期間においては、各送信回路２１－１
～２１－Ｎにおいて送信パルス１～Ｎは生成されていないため、ＤＣＤＣコンバータ２０
１のスイッチングノイズが送信パルス１～Ｎに混入することはない（送信パルス１～Ｎは
スイッチングノイズによる変調を受けない）。
【００３９】
　図４は、送信電源制御ユニット２０の変形例を示した図である。同図と図２とを比較し
た場合、抵抗負荷２６の接続状態を制御するためのトランジスタＱ１をさらに具備する点
が異なる。
【００４０】
　トランジスタＱ１は、スイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号生成部２５により生成されたスイ
ッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号に基づいて、抵抗負荷ＲｄとＤＣＤＣコンバータ２０１との電
気的接続を切断する。送信回路用電源の出力を維持する為には、ＤＣＤＣコンバータ２０
１の出力がリニアレギュレータ部２０２の出力、すなわち送信回路用電源出力より高く維
持されていることが必要である。本変形例では、スイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号に基づい
て、抵抗負荷ＲｄとＤＣＤＣコンバータ２０１との電気的接続をスイッチングＯｆｆ時に
切断することにより、抵抗負荷Ｒｄによる電荷の放電を防ぐ。これにより、送信パルス１
～Ｎが生成される期間の放電電流、及びＤＣＤＣコンバータ２０１出力とリニアレギュレ
ータ部２０２出力との間の電位差を最小化することができる。
【００４１】
　図５は、本変形例の効果を説明するための図である。同図において、リニアレギュレー
タ部２０２の出力の負荷に流れる電流が図２の構成と図４の構成とで同じである場合、Ｄ
ＣＤＣコンバータ２０１出力とリニアレギュレータ部２０２出力との間の電位差がリニア
レギュレータ部２０２の損失となる。従って、抵抗負荷Ｒｄによる放電が図４の構成の方
が、上記電位差を小さく、損失を低減することが可能である。また、超音波パルス送信中
における放電損失を少なくすることで例えばコンデンサＣ３における電荷消失を低減させ
ることができ、超音波パルス送信停止後、再び超音波パルス送信するまでの応答時間を短
くすることができる。
【００４２】
　（効果）
　本実施形態に係る超音波診断装置の効果を、従来の構成と比較しながら説明する。
【００４３】
　図６は、従来の送信電源制御ユニット７０の構成を示した図である。同図の構成と例え
ば図２の構成とを比較してわかる通り、従来の構成では、スイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号
生成回路２０５、スイッチングＯｎ／ＯｆｆとスイッチングクロックＡとのＡＮＤ処理機
構（すなわち、ＤＣＤＣコンバータ２０１のＯｎ／Ｏｆｆタイミングを制御するためのス
イッチングクロックＢの発生機構）等が存在しない。従って、ＤＣＤＣコンバータ２０１
によるスイッチング動作は、図７に示す様に、各送信回路２１－１～２１－Ｎにおいて送
信パルス１～Ｎが生成されている期間においても実行される。このため、当該動作に伴う
送信回路用電源ノイズが発生し送信パルス１～Ｎに混入すると、送信パルス１～Ｎは変調
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【００４４】
　図８は、スイッチングノイズの線スペクトラムが血流ドプラ成分Ｄｖｘに混入したスペ
クトラム画像データの具体例を示したものである。同図に示す様に、上記変調による影響
として、スイッチングノイズの線スペクトラムが、血流ドプラ成分のスペクトラムＤｖｘ
に隣接した虚像Ｉ１として診断画像に出現することになる。
【００４５】
　図９は、スイッチング駆動信号の高調波であるスイッチングノイズの線スペクトラムが
Ｂモード画像に混入した具体例を示したものである。同図に示す様に、上記変調による影
響として、Ｂモード画像の一部に虚像Ｉ２が出現することになる。
【００４６】
　これに対し、本実施形態に係る超音波診断装置では、スイッチング電源として、各送信
回路において送信パルス１～Ｎが生成される期間においてはＤＣＤＣコンバータを動作さ
せず、各送信回路において送信パルス１～Ｎが生成されない期間においてのみＤＣＤＣコ
ンバータを動作させる。このため、ＤＣＤＣコンバータ２０１のスイッチングノイズが送
信パルス１～Ｎに混入することはない。従って、本実施形態に係る超音波診断装置によれ
ば、高周波動作するスイッチング電源を用いた場合においても、送信パルスに混入するス
イッチングノイズの影響を極限まで除去することが可能となり、超音波診断画像による診
断精度を向上させることができる。
【００４７】
　また、スイッチング電源としてのＤＣＤＣコンバータの動作安定のために付加されてい
る抵抗負荷を、スイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号に基づいて切断制御する。これにより、ス
イッチング電源の駆動信号の停止可能な時間を長くすることができ、電源の性能を損なう
こと無く、向上させることができる。
【００４８】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
ものである。
【符号の説明】
【００４９】
１…超音波診断装置、１２…超音波プローブ、１３…入力装置、１４…モニター、２０…
送信電源制御ユニット、２１…超音波送信ユニット、２２…超音波受信ユニット、２３…
Ｂモード処理ユニット、２４…ドプラ・血流検出ユニット、２５…画像生成ユニット、２
６…画像メモリ、２７…表示処理ユニット、２８…制御プロセッサ、２９…記憶ユニット
、３０…インタフェースユニット、２０１…ＤＣＤＣコンバータ、２０２…リニアレギュ
レータ部、２０３…Ｄ／Ａコンバータ、２０４…スイッチングクロック生成回路、２０５
…スイッチングＯｎ／Ｏｆｆ信号生成回路、Ｒｄ…抵抗負荷、Ｑ１…トランジスタ



(9) JP 2014-83142 A 2014.5.12

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(10) JP 2014-83142 A 2014.5.12

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】

【図９】



(11) JP 2014-83142 A 2014.5.12

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100075672
            弁理士　峰　隆司
(74)代理人  100153051
            弁理士　河野　直樹
(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(74)代理人  100158805
            弁理士　井関　守三
(74)代理人  100172580
            弁理士　赤穂　隆雄
(74)代理人  100179062
            弁理士　井上　正
(74)代理人  100124394
            弁理士　佐藤　立志
(74)代理人  100112807
            弁理士　岡田　貴志
(74)代理人  100111073
            弁理士　堀内　美保子
(72)発明者  藤原　周太
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社本社内
(72)発明者  椎名　孝行
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社本社内
(72)発明者  藤田　大広
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社本社内
(72)発明者  亀石　渉
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社本社内
(72)発明者  石塚　正明
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社本社内
(72)発明者  神山　聡
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社本社内
(72)発明者  芝沼　浩幸
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社本社内
Ｆターム(参考) 4C601 EE02  HH04  HH12  JB60 



专利名称(译) 超声诊断设备

公开(公告)号 JP2014083142A 公开(公告)日 2014-05-12

申请号 JP2012232722 申请日 2012-10-22

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社东芝
东芝医疗系统株式会社

申请(专利权)人(译) 东芝公司
东芝医疗系统有限公司

[标]发明人 藤原周太
椎名孝行
藤田大広
亀石渉
石塚正明
神山聡
芝沼浩幸

发明人 藤原 周太
椎名 孝行
藤田 大広
亀石 渉
石塚 正明
神山 聡
芝沼 浩幸

IPC分类号 A61B8/00

FI分类号 A61B8/00

F-TERM分类号 4C601/EE02 4C601/HH04 4C601/HH12 4C601/JB60

代理人(译) 中村诚
河野直树
井上 正
冈田隆

外部链接 Espacenet

摘要(译)

摘要：要解决的问题：提供一种超声波诊断装置，该超声波诊断装置能
够容易地去除周期性噪声，例如开关噪声，与超声波诊断装置中的发送
脉冲混合，该超声波诊断装置使用执行高频操作的开关电源作为发送电
源。解决方案：超声波诊断装置具有：超声波探头，具有多个超声波振
动元件;传输单元，响应所提供的驱动信号，每个超声波振动元件产生一
个传输脉冲信号，并将其提供给各个超声波振动元件;开关时钟发生电
路，用于产生规定频率的开关时钟;电源控制单元，具有用于根据切换时
钟产生规定电压的驱动信号的开关电源单元和控制单元，该控制单元在
规定的定时停止为开关电源单元提供开关时钟。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/e0f14872-f50c-47bc-b8d6-9f652d4186b1
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/050786811/publication/JP2014083142A?q=JP2014083142A

